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…編集後記…

命銀杏の緑が美しい季節になりましたが,皆様はい

かがお過ごしでしょうか.

φさて,巻頭エッセイは前企画室長の野田徹郎氏に

お願いしました.私はおおいに反省させられました

が,皆さんはどうでしょうか.

φ特集｢地質年代測定法の進歩と応用I｣は1995年

に第9回地質調査所東京講演会で発表されたものの

うち,今回は学習院大学の福岡孝昭氏と京都大学の

田上高広氏にそれぞれウラン系列年代測定によるマ

グマ活動のタイムスケｰルとフィッショントラック法に

よる付加体の熟年代学の紹介記事をいただきました

が,専門家向けかと思います.

命口絵および特集｢放射性廃棄物処分と地質環境

皿｣は,地質構造の3次元可視画像化の試みを取り

上げました.解説を書いてもらいました国際協力室

の古宇田売一氏の尽力により,デｰタベｰスシステ

ム(宮嶋繁氏),地下断面図作成法(迫垣内薫氏),

可視化の例(桜井英行氏)と流れのある記事になり

ました.昔,手書きで海底地形の立体化をしました

が半年もかかりました.最近では複雑な地質構造に

ついても簡単にできるようで,コンピュｰタってすご

いと思います.

命鉱物資源部の須藤定久氏にはインドシナの鉱物資

源の原稿をお願いしました.今回はその序論として

インドシナの地質紹介です.我が国は鉱物資源の多

くを外国に依存しており,外国の資源情報を理解す

ることは大事だと思いますので,次回の記事も期待

してください.

φ地殻勲部からは高橋正明氏と笹田政克氏に地熱

資源についての原稿を依頼しました.高橋氏には火

山性地熱資源の形成への火山活動の影響について

解説してもらいました.同氏は温泉の専門家ですの

で,いつか温泉の記事を書いてもらいたいと思って

います.笹田氏にはインドネシアの地熱資源の開発

状況を紹介していただきました.発展途上国と呼ば

れた国々の最近の発展ぶりには目を見張るものがあ

り,我が国の資源確保の将来展望を語るとき,重要

な観点だと思います.

命環境地質部の丸井敦尚氏が地質調査所における

井戸デｰタベｰスの整備状況を紹介しています.近

い将来公開されるとのことですので,多くの人々に

よって利用されることを期待しております.

ψ6月号を編集してみまして,浅学の私には大変難

しく思われました.現在,原稿を集めるのが大変な

状況にありまして,研究発表会などを中心に原稿を

依頼しておりますので,難しい記事ばかりになる場

合があります.幹事会ではそれらの改善策を検討し,

読者の皆さんに楽しんでいただき,なおかつ役にた

つ記事も載せていくことにしました.例えば,｢旅と

地質｣,｢クラブ活動紹介｣,｢おすすめ巡検コｰス｣な

どの記事です.このためには,読者からの原稿が必

要です.皆さんのご協力を期待しております.

(編集委員長有田正史)
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